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エゴノリに関する研究（第2報）
－新潟県中学校生徒のエゴノリ輿食に関する調査報告－
伊　藤　　徳＊
は　じ　め　に
さきに第一報において，長野県中学校生徒のエゴノリ喫食に関する調査結果を報告した。長野県にお
いてはエゴノリ輿食地域が片寄っていて，県南部・東部では殆ど喫食されていないのに対して，県北西
部では九割前後の喫食率を示していた。この県北西部の地域では古くからェゴノリを喫食していた様子
であるが，海に面しないこの地域での喫食は当然隣接県の食傾向の影響が考えられる。そこで今回はこ
の地域に隣接している新潟県を取りあげ，新潟県のエゴノリ喫食の状態を明らかにしたいと本調査を試
みた。調査は昭和40年度の新潟県中学校一学年生徒を対象として，第一報とはぼ同様に行なった。本報
告はその調査結果である。
調　査　方　法
本調査は，昭和40年12月，新潟県教育庁指導課の技術・家庭科の了解を得て，新潟県全中学校432校
の古に当る144校を地域別任意抽出法で決定し，その一学年生徒の一級より名簿順に40名を対象として
実施した。調査用紙は昭和41年2月初旬に配布し，調査期間を2月15日より3月15日迄とした。
調査結果とその考察
調査の実際には主に対象校の技術・家庭科担当者によって実施された。抽出校144校［h未回答校が
8校あったので，集計は136校のものとなった。又，1校宛の対象生徒も規定の40名を多少前後した学
校もあったが，集計では調査校報告そのままの数字を用いた。したがって，実際には136校で5，453名の
生徒が対象となった。今回も長野県の場合と同様に市郡別に集計したものについて，概略述べることに
する。
1　喫食状況
ェゴノリ（以下エゴという）輿食経験の有無について，新潟県の債向を蓑1によってみると，契食者
は平均73．2％である。このうち市部は72．6％，郡部は75．0％で，やや郡部が高い数値を示している。契
食者が90％以上の地区は糸魚Jrト両浄・見附・三条・白根・新渾・直江津・柏崎の各市，並に，佐渡・
※調理学担当
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表1喫食経験と認識程度
認　　　識　　　極　　　度
市　　部　　名l調査生徒
烏知ってほを知ってぼく知らな
‾二一二＿＿＿＿
120
80
80
120
120
120
80
160
80
79（98．7）
76（95．0）
112（93．3）
111（92．5）
111（92．5）
72（90．0）
144（90．0）
70（87．5）
67（83．7）
98（81．7）
259（80．9）
95（79．2）
94（79．0）
187（77．9）
29（72．5）
1（1．3）
4（5．0）
8（6．7）
9（7．5）
9（7．5）
8（10．0）
16（10．0）
10（12．5）
13（16．3）
22（18．3）
61（19．1）
25（20．8）
25（21．0）
53（22．1）
11（27．5）
61（76．2）
91（79．8）
170（85．0）
人　　％
119（99．2）
80（100）
80（100）
116（96．7）
111（92．5）
111（92．5）
52（65．0）
129（80．6）
75（93．7）
72（90．0）
103（85．8）
270（84．4）
95（79．2）
101（84．9）
193（80
31（77
18（22
17（14．9）
41（20．5）
79（98．7）1　1（1．3）
市部合計l　2，473ll，796（72・？）：677（27・4）巨815（73・4）l258（10・4）l400（16・2）
財宝岳蒙安貞
234（97．5）
f15（95．8）
114（95．0）
187（94．0）
152（93．8）
274（92．9）
109（90．8）
244（87．1）
34（85．0）
135（84．4）
185（84．1）
97（80．8）
81（67．5）
155（58．7）
93（38．8）
26（9．3）
6（2．5）
5（4．2）
6（5．0）
12（6．0）
10（6．2）
21（7．1）
11（9．2）
36（12．9）
6（15．0）
25（15．6）
35（15．9）
23（19．2）
39（32．5）
109（41．3）
147（61．2）
254（90．7）
227（94．6）
118（98．3）
117（97．5）
177（88．9）
153（94．4）
117（97．5）
282（95．6）
255（91．1）
35（87．5）
146（91．2）
171（77．7）
88（73．4）
80（66．7）
148（56．1）
92（38．3）
52（18．6）l　35（12．5）
郡部合計l　2，980l2，235（75・0）巨45（25・0）2，258（75．8 】250（8．4）472（15．8）lt
市　部　総　計l　　5，453l4，031（73．2）11，422（26．8），073（74．8 l　508（9．3）
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図2　吟：食寺1取手「の比較
蘭輝新酬
三島・南蒲原・北魚沼・刈羽・南魚沼・中蒲原の各郡である。
E≡≡ヨ表別も図1は新潟県行政区画の略図に喫食者の百分比を記入したもの
であるが，喫食者が40％以下の市は十日町・新井・新発田であ
和　　　　　郎　　　　　宰
り，郡では北蒲原・岩船である。これらの市郡は何れも県北部
と南部であり，ことに北に位置する村上市・新発田市・岩船郡
の喫食率は低い。図1によって海に面している地域をみると，
前記の北部一帯では海岸沿いであってもェゴ輿食率は低く，新
潟市より糸魚川市あたりにかけての海岸沿い一帯は凡そ80％以
上で多い。ただし，この中で中頚城郡（図1の34）は58．7％と
一段階低い数値を示しているのが目立つ）これは一郡の平均値
を採用した為で，同郡の内訳をみると海岸に面する地区（34－
A）及び（34－B）では75．8％であり，内陸部（34－C）の
地区では23．5％で非常に相違があり，同一郡内においても海に
面している地区では喫食率が高い。図2は喫食率を長野県の場
郡　　　　　部　　　　　均
合と比較したもので，新潟県では長野県の約7倍余に当る高い喫食率を示している。
2　認識状況
エゴ認識の程度は表1の通りである。調査対象の70％以上にわたってエゴをよく知っていると答えた
地域は，長野県においては県北西部の一市一郡であった
が，新潟県では市郡のそれぞれ貴以上の地域である。こと（95）
に両津・見附・糸魚川・三条・加茂・白板・新津・五泉の
各郡並に三島・南蒲原・南魚沼・中蒲原・佐渡・刈羽・東
蒲原・西蒲原の各郡は90％以上である。又，エゴを全く知
らないという生徒は15．9％であるが，これは図3のように
長野県の平均88％の末知者と較べると非常に少い。新潟県
において末知者50％以上を示す地区は新井・新発田・十日
町・村上・の各市及び岩船郡であり，長野県での末知者
99．0～100％という地域が15市・7郡にもわたっていたの
にくらべるとはるかに少い。これらの実態から新潟県にお
いてはエゴは広い範囲に知られている食物であるといえ
る。
3　嗜好状況
輿食著に対して三段階の嗜好調査を行なった集計は衰2
の通りで，喫食者の全平均の32．6％に好まれ，18．5％に嫌
われている。これを図4のように長野県の場合と比較して
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表2　嗜好状況
市　　郡 好　　きぼ差言も嫌いでl嫌　　い
人　　　％
66（55．5）
29（36．7）
15（19．7）
38（33．9）
34（30．7）
9（8．1）
29（31．9）
38（26．4）
15（21．4）
15（22．4）
15（15．3）
67（25．9）
22（23．2）
29（30．9）
41（22．6）
0（　0）
2（10．5）
9（39．1）
5（16．7）
0（　0）
人　　　％
47（39，5）
34（43．0）
53（69，8）
62（55．4）
54（48，5）
71（64．0）
32（52．8）
87（60．4）
45（64．3）
39（58，2）
53（54．1）
117（45．2）
58（60．●9）
42（44．6）
93（48．1）
17（58．6）
13（68．4）
11（47．9）
14（46．6）
1（100．0）
人　　　％
6（5．0）
16（20．3）
8（10．5）
12（10．7）
23（20．8）
31（27．9）
11（15．3）
19（13．2）
10（14．3）
13（19．4）
30（30，6）
75（28．9）
15（15．9）
23（24．5）
53（29．3）
12（41．4）
4（21．1）
3（13．0）
11（36．7）
0（　0）
1，796l　　478（26．6）l　　943（52．5）l　　375（20．9）
83（35．5）
49（42．6）
20（17．5）
47（25．1）
73（48．0）
129（47．1）
26（23．9）
93（38．5）
4（11．8）
47（34．7）
92（49．7）
53（54．7）
31（38．3）
59（38．1）
24（25．8）
8（30．8）
2，235l　　838（37．5）
132（56．4） ??嶋??｢?
47（40．9） ???h?X??
69（60．6） ?X?#?C?｢?
99（53．0） 鼎???C?｢?
69（45．4） ??塗?h??
96（35．0） 鼎??x??｢?
61（65．1） ?(????｢?
92（37．3） 鉄??H?(??
27（79．3） ???C?｢?
63（46．8） ?X???X??
79（42．7） ?H?x?h??
33（34．0） ????C8??
41（50．6） 祷????｢?
79（51．0） ?x????｢?
27（29．0） 鼎(?CX?(??
11（42．3） 度?#h??｢?
1，025（45．9） ?s(???h??
4，03111，316 1，968（48．9） 747（18．5）
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好　　　　　啓
さ　　　　　通
表3　輿食時期の実態
みると仁概略同傾向であるといえる。しかしJ長野県の場
卸町新糾合より，好き・嫌いというはっきりした噂好より，好きで
E≡］長野鵜も嫌いでもないという所謂普通である嗜好のものが僅かな
がら多いという点も認められる。
4　喫食時期の実態
調査対象の約70％以上がェゴを喫食しているという新潟
県において，エゴはどのような時に喫食されているかを調
査した結果は表3のとおりである。主に日常に輿食してい
るものが約60％で他は各種の行事の際に輿食している。こ
のうち市郡では70．5％が日常食として用いられ，郡部の
52．3％より約18％も多い。
－16－
日常食とされている場合は季節によってその利用度に差異があるかの調査をしたものが表4である。
これによると四季を問わずに喫食するものが約50％で，他は主に夏期に喫食するもので43％に及び，そ
の他の季節は僅かである。
表4　季節による喫食状況
市郡別恒常喫食着座挙を問わないl主に夏期序に冬期序に春秋期 
市　可1聞入 亊菘hv?Yg?鼎?S?????ｾ?ｨ?Hv?
郡　部11，169 鉄c?鼎x??ｦﾃSC?鼎h?(?????h?????8??
市部合可　2，435ll，飢5（49・9）巨056（43・可108（4・可　56（2・3） 
又，主に行事の場合に輿食するものに対しては，どのような行事の際に用いるかの調査をなした。表
5はその集計である。盆に輿食する場合が一番多く，行事輿食者の約8割余に当っている。ついで祭・
正月が多い。
表5　エゴノリ輿食と行事との関係
5　自宅喫食者のエゴ入手時の状況
長野県においてほ，調理加工されたェゴは販売されていないので，喫食者は自宅で乾物のエゴを調理
して喫食するか，あるいは親戚・知人によって調理加工されたものを分与されて喫食するかのいずれか
であった。しかし，新潟県では，調理加工されてすぐ喫食できる形態となって販売されている場合が多
くあり，長野県の場合とその点も相違している。表6は輿食老中の自宅喫食者を把握するための調査結
果であり∫表7はその自宅喫食者の家庭におけるェゴ入手時の状況調査の結果である。喫食者の95％余
のものが自宅で輿食しているが，その対象の59．6％が加工されたェゴの形態で入手している。原料の乾
物状態で入手するものが25．5％であり，原料のままと加工されたものとの両者を用いるものは14．9％で
最も少い。これを市郡別に比校すると，一般に市部の方が加工されェゴを多く使用している。食品入手
の容易な市部では調理加工されたものが多く∴商店街の少い郡部では原料のままの乾物を入手している
様子が表7の数値から伺える。
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蓑6　輿食場所の実態
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表7　エゴ入手時の状況
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ま　　と　　め
昭和40年度新潟県中学校一学年生徒5，453名に対してエゴ輿食に関する調査を行った。調査結果を要
約すると，
（1）新潟県においては殆どの地域にわたってエゴは輿食されており，平均の輿食率は約73％である。
担）新潟県の低輿食率の地域は県北部である。
（31ェゴ末知者は約÷弱で少い。
牲）三段階の噂好調査では長野県の場合とほぼ同債向であるが，好きでも嫌いでもないというものが
新潟県ではやや多い。
（5）ェゴを日常食の中に取り入れている懐向が強く，ことに市部では喫食者の約6割が日常喫食して
いる。
（6）日常に喫食している場合は，その約半数のものが四季を問わずに輿食し，他は主に夏期に用いて
いる。
（刀　輿食者の約4割は行事の場合に喫食しているが，多くが輿食する行事は盆である。
（8）ェゴ入手時の形態は，加工されたものが多く，原料のままの場合は約4割となっていて少い。
以上によって新潟県におけるエゴ喫食の状況が凡そ把櫨できたが，長野県との関連については今後食
物史的な考察を進め，又，新潟県に近接している他の地域の状況も明らかにしたいと考えている。
終りに臨み，本調査に御協力下さった新潟県教育葬員会指導課の伊藤フミ関根定子両先生をはじめ調
査対象校の技術・家庭科の諸先生方に喪心よりお礼を申し上げ，また本研究に御助言を賜わった医科歯
科大学柳沢文徳教授ならびに本学の大西梅子教授に深謝の意を衷する。
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